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3日・文化の日　23日勤労感謝の日

日 月 火 水 木 金 土

（霜月）NOVEMBER

11 2021（令和3年）

◆  11 月 の 税 務 と 労 務 11月

領収書の電子化　民法改正により今年9月から紙による受取証書（領収書）に代えて電
子的な領収書の請求・受取が可能となっています。これにより、領収書の発行者は、紙
代や印刷代等の経費削減、会計ソフトの連携、レジの混雑緩和、煩雑な書類管理の軽減
が図れます。なお、電子マネーの場合は、決済画面が電子的な領収書に該当します。

国　税／�10月分源泉所得税の納付� 11月10日
国　税／�所得税予定納税額の減額承認申請�

� 11月15日
国　税／�所得税予定納税額第2期分の納付�11月30日
国　税／�9月決算法人の確定申告（法人税・消費税

等）� 11月30日
国　税／�12月、3月、6月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 11月30日
国　税／�3月決算法人の中間申告� 11月30日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 11月30日
地方税／�個人事業税第2期分の納付�

� 都道府県の条例で定める日
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11 月号─2

　

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
が
当
た
り

前
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
新

た
に
創
出
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
あ
る
意
味
、
企
業
に
と
っ
て
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
こ
こ
数
年
で
急
拡
大

し
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、「
エ

ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
」や「
メ
ル
カ
リ
」、

「
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
使
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
、
も
し
く
は
自
社
の

新
規
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
る
方

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
改
め
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
正
確
な
意
味
や
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
な
ど
を
確
認
し
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

の
ヒ
ン
ト
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
個
人

間
で
モ
ノ
や
場
所
、
ス
キ
ル
な
ど
を

必
要
な
人
に
提
供
し
た
り
、
共
有
し

た
り
す
る
新
し
い
経
済
の
動
き
の
こ

と
や
そ
う
し
た
形
態
の
サ
ー
ビ
ス
を

指
し
ま
す
。

　

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
企
業
が
複

数
の
個
人
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
販

売
す
る
「
B
t
o
C
」
や
、
企
業
か

ら
企
業
へ
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る「
B
t
o
B
」が
中
心
で
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
は
、
基
本
的
に
個
人
同
士

で
取
引
を
し
あ
う
「
C
t
o
C
」
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
多
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
C
t
o

C
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
企
業
は
個
人

に
直
接
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
個
人
同
士

を
つ
な
ぐ
W
E
B
サ
イ
ト
や
ア
プ

リ
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提

供
す
る
だ
け
で
す
。

２
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
よ

く
似
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
、
個
人
が
企
業
に
定
期
的
に
定
額

の
利
用
料
金
を
払
う
こ
と
で
、
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
・
体
験
で
き
ま

す
。
動
画
や
音
楽
な
ど
の
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
個
人
が
モ
ノ
を
所

有
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
両
者
と

も
に
共
通
す
る
点
で
す
が
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
必
要
な
と
き

に
利
用
し
て
そ
の
都
度
料
金
を
支
払

う
と
い
う
も
の
に
対
し
、
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
的
な

利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
相

違
点
が
あ
り
ま
す
。

３
　
な
ぜ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
広
ま
っ
た
の
か

　

二
〇
〇
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
民

泊
サ
ー
ビ
ス
「
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ

ー
（
A
i
r
b
n
b
）」
以
降
、
ど
の

国
で
も
多
く
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
誕
生
し
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
広

ま
っ
た
背
景
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
と
I
T
技
術
の
進
歩
で
す
。

い
ま
や
誰
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
使
っ
て
個
人
が
所
有
す
る
モ
ノ

や
空
間
に
関
す
る
情
報
を
簡
単
に
公

開
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
位
置
情
報
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
決
済
を
手
軽
に
、
か

つ
、
安
全
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
で
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
と
い
う
新
た
な
発
想
に
基
づ
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
急
拡
大
し
た

と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
非
正

規
雇
用
の
増
加
を
原
因
と
し
て
、
特

に
若
い
世
代
で
節
約
を
重
視
し
た
消

費
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
価
値
の
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
買
う
よ
う
に
意
識
が
変
化
し
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
非
接
触
に
よ
る
購

買
活
動
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
拍
車

を
か
け
て
い
る
で
し
ょ
う
。
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
の
必
要
性
が
浸
透

す
る
に
伴
い
、人
々
の
価
値
観
が「
所

有
」
か
ら
「
共
有
」
へ
と
変
わ
っ
た
こ

と
が
大
き
な
原
因
で
す
。

シェアリング
エコノミー



3─11月号

４
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

種
類
と
具
体
的
事
例

　

時
代
の
変
容
や
消
費
者
の
価
値
観

の
変
化
で
、
現
在
、
数
多
く
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
主
に「
モ
ノ
」、「
空
間
」、「
移

動
手
段
」、「
仕
事
」、「
お
金
」
の
五

つ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
さ
れ
ま
す
。

①　

モ
ノ
の
シ
ェ
ア
…
フ
リ
マ
、
レ

ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど

（
例
）
メ
ル
カ
リ
：
誰
で
も
簡
単
に

不
用
品
を
売
り
買
い
で
き
る
手
軽

さ
に
加
え
、
支
払
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
す
る
独
自
の
決
済
方
法
や
匿
名

配
送
と
い
っ
た
利
用
者
が
安
心
し

て
使
え
る
シ
ス
テ
ム
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

②　

空
間
の
シ
ェ
ア
…
民
泊
、
駐
車

場
、
会
議
室
な
ど

（
例
）ス
ペ
イ
シ
ー
：
貸
し
会
議
室
・

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
簡
単
に
貸

し
借
り
で
き
る
W
E
B
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
W
E
B

会
議
が
で
き
る
場
所
と
し
て
コ
ロ

ナ
禍
で
も
伸
び
て
い
ま
す
。

③　

移
動
手
段
の
シ
ェ
ア
…
カ
ー
シ

ェ
ア
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
な
ど

（
例
）
ハ
ロ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
：
ア
プ

リ
を
介
し
て
電
動
自
転
車
を
シ
ェ

ア
で
き
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
自
転
車
は
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
時
代
に
感
染
リ
ス
ク
が
低

い
交
通
手
段
と
し
て
通
勤
に
使
う

需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

④　

ス
キ
ル
の
シ
ェ
ア
…
家
事
代
行
、

育
児
シ
ェ
ア
な
ど

（
例
）
タ
ス
カ
ジ
：
家
事
を
依
頼
し

た
い
人
と
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
を
マ

ッ
チ
ン
グ
さ
せ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
臨
時
休
校
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

も
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た

な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤　

お
金
の
シ
ェ
ア
…
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

（
例
）マ
ク
ア
ケ
：
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

日
本
企
業
の
商
品
開
発
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
て
大
企
業
も
利
用
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
売

り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
企
業
が
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用

し
て
再
起
を
図
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
と
の
接
触

に
制
限
が
か
か
り
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
持
つ
意
味
も
変
化
し

は
じ
め
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
渡
航

が
制
限
さ
れ
、
外
出
自
粛
が
推
奨
さ

れ
る
な
か
、
民
泊
仲
介
の
よ
う
な
観

光
・
旅
行
系
の
サ
ー
ビ
ス
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
、
カ
ー
シ
ェ
ア
の
よ
う
な
移

動
手
段
を
共
有
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
大

幅
に
売
り
上
げ
を
減
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
が
敬
遠
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
低
迷
す
る
業
態
が

あ
る
一
方
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る

業
態
も
あ
り
ま
す
。
料
理
教
室
な
ど

体
験
型
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
も
の
や
、
海
外
出
張
に
行
け
な

く
な
っ
た
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

海
外
調
査
案
件
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
ビ
ジ
ネ

ス
の
内
容
も
見
直
す
こ
と
で
成
功
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
隙
間
時
間
を
使
っ
て
仕

事
が
し
た
い
個
人
と
、
単
発
・
短
時

間
で
臨
機
応
変
に
人
手
不
足
を
解
消

し
た
い
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る「
時

間
の
シ
ェ
ア
」
と
も
呼
べ
る
サ
ー
ビ

ス
も
こ
れ
か
ら
注
目
で
す
。
時
間
の

シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
ス
キ
ル
シ
ェ
ア

サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
契
約
が
な
い
だ

け
で
な
く
、
隙
間
時
間
に
対
し
て
報

酬
が
支
払
わ
れ
る
た
め
成
果
物
を
収

め
る
義
務
も
な
く
簡
便
に
利
用
で
き

ま
す
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
需

要
が
激
減
し
た
飲
食
店
か
ら
需
要
が

激
増
し
た
物
流
へ
人
材
の
流
動
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
ま
し
た
。

６
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

問
題
点
と
改
善
点

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
保
険
や
補

償
制
度
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
法

律
の
整
備
も
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

向
け
の
保
険
商
品
も
登
場
し
補
償
制

度
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
今
後
き
ち
ん

と
し
た
ル
ー
ル
作
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
本
当
に
必
要
な
モ
ノ
だ
け
を
所

有
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
シ
ェ
ア

す
る
と
い
う
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す

定
着
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
新
た
な

ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
や
す
い
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
時
代
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
で
画
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
努
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

S
D
G
s
と
の
親
和
性
が
高
く
社

会
を
よ
り
豊
か
に
す
る
可
能
性
を
秘

め
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

自
社
で
も
選
択
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
す
。



11 月号─4

　睡眠負債とは、寝る時間が短かったり、
質が悪かったりすることで慢性的に寝不足
になり疲労が蓄積した状態で、あたかも「借
金」のように体への負担となって蓄積され
ることを指します。
　まずは、あなたの睡眠負債をチェックし
てみましょう。
□　休日に普段の2時間以上長く寝る
□　ベッドに入って5分以内に寝落ちする
□　電車に乗るとすぐにうたた寝する
□　起きて4時間経過しても眠気を感じる
□　夜中に2度以上目が覚める
□　いびきをかきやすい
　このような傾向がある方は、睡眠負債の
可能性が高いです。寝落ちと寝つきが良い
のは全く別物です。睡眠負債の状態を放置
すると仕事の処理能力が低下するだけでな
く、自律神経失調症や高血圧、糖尿病など
の生活習慣病になるリスクが高くなったり、

免疫力が下がったり、命を失うこともあり
ます。会社が債務超過に陥ったら倒産して
しまうのと同じことなのです。
　寝だめすることで負債を返済することは
できません。毎日少しずつ質の良い睡眠時
間を増やすことが大切になります。
　解決策としては、①起きる時間を一定に
する、②起きたらまず太陽の光を浴びる、
③昼寝は15〜30分程度、座ったままする、
④入浴は就寝の1時間前にする、⑤スマホ
やパソコンの使用は寝る1時間前までにす
る、⑤寝室の照明を消す、などが挙げられ
ます。
　睡眠負債を休日に寝だめで返済する対処
法は体内のリズムを狂わせ、かえって体調
不良を招いてしまうためやめましょう。平
日に20〜30分程度睡眠時間を増やすこと
から始めてみてください。市販薬も出てい
ますが、早寝と適度な運動で生活習慣を見
直し睡眠の質を高めることで、コロナ禍で
も負けない体づくりを是非心掛けてくださ
い。

「睡眠負債」を見逃すな！

　新型コロナウイルス感染の影響により旅
行や外食の機会が限られたことで、消費が
減り余裕資金が貯蓄に回っているため、家
計貯蓄率が上昇しています。
　内閣府によると、2020年の家計貯蓄率
（推計）は11.3％で26年ぶりの高水準とな
っています。上昇要因には、政府が1人
10万円の特別定額給付金を配ったことも
挙げられています。
　過去の貯蓄率をみると、2016年から
2018年は1％前後、2019年は3.2％でし
たので、2020年の上昇が際立ちます。
　しかし、家計の貯蓄率は今後、再び低下
する可能性が高いとみられています。その
理由としては、コロナが収束に向かえば賃
金収入は回復する半面、抑制していた消費
が拡大するためです。コロナで雇用維持が
優先されてしまいましたが、賃金上昇のた
め成長産業に人材がシフトするような労働
市場の流動性を高める改革も必要です。
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